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≪３月２６日㈭ 例会 KKR ﾎﾃﾙ大阪５階「瑞宝」≫ 

◎  卓  話「大阪私学と高校授業料無償化制度」 

村上靖平君 

 

♪本日の歌  「日も星も風も」 

 

 

 

 

≪４月０２日㈭ 例会 KKR ﾎﾃﾙ大阪 5階「瑞宝≫ 

◎ 卓  話  「未  定」 

山村忠弘君 

 

 

 

 

 

 

≪３月１９(木）３ＲＣ合同例会 ≫ 

 会員数１４名（内出席免除者数１名） 

 本日の出席者数８名（内出席免除者数 0 名） 

本日の出席率 ６１．２％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事 田村嘉宏君 

◎3/28㈯、八尾 RC創立 65周年式典に会長幹事で出

席してまいります。 

◎次週(4/2)例会後、定例理事会を行います。 

◎4/4㈯、次年度の為のクラブリーダーシップランニ

ングセミナーには、次年度各担当者のご出席をお

願い致します。 

(次年度) 表さん(会長)、井上さん(幹事)、 

北井さん(クラブ研修リーダー)、阪田さん(SAA)、

谷口さん(国際奉仕)、田村さん(青少年奉仕)、 

村上さん(米山奨学) 

◎4/11㈯のＩＭ第 4組ロータリーデーの出席と、

4/21㈫の東輪会ゴルフコンペへの参加を宜しくお

願い致します。 

 

 

 

会長 北井孝彦君 

皆さん、こんばんは。 

本日、例会前に田中ガバナー補佐様及び松尾ガバナ

ー補佐エレクト様とクラブ協議会を行いました。有

意義なアドバイスをいただき有り難うございまし

た。 

 さて、先週は東大阪西ＲＣ様と本年度３回目の合

同例会を開催いたしました。クラブ合併を前提にし

ての３回目の例会です。それに先立ちまして合併に

向けてのアンケートをさせていただき西クラブさん

は１７名中１５名、当クラブは１４名中１２名の回

答をいただきました。詳細はお配りした資料をご参

照いただけたらと思いますが、概ね合併については

賛意を示していただいております。当然細部の詰め

は必要となりますが。 

幹 事 報 告 

会 長 の時 間 

 



 

  

  

ＡＩにロータリークラブ合併を成功させる７つのポ

イントを聞いてみました。 

1. まず「目的」を共有する（理念の統合） 

合併がうまくいかないクラブの多くは、 「なぜ合併

するのか」が曖昧なまま話が進んでしまいます。 

成功するクラブは、最初にこれを明確にします。 

・会員減少への対応 ・活動の活性化 

・財務基盤の強化  ・奉仕活動の拡大 

・若手会員の確保 

“合併は手段であって目的ではない” ここを全員が

理解すると、議論が前向きになります。 

2. 両クラブの「歴史・文化」を尊重する 

ロータリーは歴史と伝統を重んじる組織です。 だ

からこそ、合併では次の点が非常に重要になります。 

・例会の雰囲気  ・会員の年齢構成 

・奉仕活動のスタイル  ・会費・運営方法 

・親睦の文化 

これらを「どちらかに合わせる」のではなく、“両

方の良さを残す”という姿勢が成功の鍵になりま

す。 

3. 合併協議会（Joint Committee）を早期に設置する 

成功するクラブは、合併協議会を次のように構成

します。 

・両クラブからバランスよく選出 

・若手・女性会員も含める 

・役職経験者だけで固めない 

 “透明性”と“公平性”が信頼を生む。 

4. 会員全員が参加できる「対話の場」をつくる 

合併は、どうしても一部の役員だけで進みがちです。 

しかし、成功するクラブは必ず次を行います。 

・合同例会  ・合同奉仕活動 

・合同親睦会 ・合併説明会（質疑応答中心） 

これによ、相互理解、人間関係の構築、不安の解消 

が進み、合併後の摩擦が大幅に減ります。 

5. 新クラブの「名前」「役員構成」「例会場所」は

慎重に決める 

特に重要なのはこの 3つ。 

〇新クラブ名 

どちらかの名前を残すと不満が出やすいので、 新

しい名称を採用するのが最もスムーズ。 

〇 役員構成 

 

 

初年度は「両クラブから均等に」 → 公平感が生ま

れる。 

〇例会場所 

中間地点にするか、交互開催を検討する。  

→ どちらかに偏ると不満が蓄積しやすい。 

6. 合併後の「最初の 1年」を特に大切にする 

合併が成功するかどうかは、最初の 1年で決ま

ります。 

・共同プロジェクトを早期に実施 

・親睦行事を増やす 

・新クラブのアイデンティティを育てる 

・不満が出たらすぐ対話する 

 “合併しただけ”では成功ではない。  

“新しいクラブ文化が根づく”ことが成功。 

7. 合併のメリットを「見える化」する 

会員が「合併してよかった」と実感できること

が大切です。 

例：・奉仕活動の規模が拡大 

・会員数が増え、例会が活気づく 

・財務基盤が安定 

・若手会員が入りやすくなる 

・地域への影響力が増す 

これを定期的に共有すると、クラブ全体が前向

きになります。 

とのことです。 

 

 

  

例会担当委員会 

本日合計 15,000円   今年度累計 335,070円 

 

 

 

会員交流委員会 

◎会員のお誕生日    4 月 7日 田村嘉宏君 

◎奥様のお誕生日   4 月 6日 村上佐登美様 

 

 

 

ニコニコ箱の報告 

本日のお祝い 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


